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打 安 点 二 三 本 振 四 犠 盗 残 併 失 暴 ボ 逸

42 8 1 1 0 0 6 2 0 2 11 1 1 1 0 0
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〔二塁〕 上手 〔三塁〕 本田（審判） 〔球審〕 流田 〔一塁〕 林

(飯)

９日目　７月２３日

(松)

飯　 南

(投手ー捕手)

(松)

(飯)

会　場： 県立浜山球場

第２試合

Ｔ  Ｅ  Ａ  Ｍ

松江商業

(チーム成績)

野間　ー　木幡流

三上　ー　原

（長　打） (二塁打)

（延長１１回サヨナラ）

「好投手どうしの延長戦は、まさかの幕切れ！」
準々決勝第２試合は、飯南と松江商業の対戦となった。両校ともに好投手を

擁しており、今大会で勢いに乗る公立校どうしの対戦となった。飯南は三上、松
江商業は野間の両注目のエースの投げ合いで試合が始まった。

試合は３回表、死球と盗塁で２死２塁とし、２番吉田の内野安打に相手遊撃手
の悪送球が重なり松江商業が１点先制する。飯南も４回裏、２死から連打と四球
などで２死満塁とし、８番岩本の遊撃手への内野安打の間で、松江商業と似た
ような形で同点に追いつく。

その後は、両投手による投手戦となり、飯南は走者を毎回のように背負いな
がらも三上が後一本を許さない。松江商業の野間は反対に走者すら許さない圧
巻の投球で延長戦に突入する。

試合が動いたのは、延長１１回表、松江商業は３番野間が左中間を破る２塁打
で好機を作ると、内野ゴロで３塁に進め、５番米原がレフトへの適時打で１点を
勝ち越す。しかし、１１回裏に飯南は失策と安打で無死１・２塁とし、３番石田が変
化球を捉え二遊間を破る適時打で同点に追いつく。その後、無死満塁のサヨナ
ラのピンチとなり６番川島愁が空振りした初球の低めの変化球を捕手が止めら
れず、暴投で呆気ない幕切れとなった。飯南は創部初の夏の大会準決勝進出を
決めた。
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チーム 守備

(飯)

～準々決勝～

(三塁打) (本塁打)

(松) 野間



年 打 安 得 点 四 犠 盗 二 三 本 振 失

1 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

2 3 4 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

3 3 5 2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

4 3 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

5 3 5 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

6 3 5 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

7 2 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

8 2 3 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0

9 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

補 打 安 四 失 自 三

補 41 7 3 3 2 11
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年 打 安 得 点 四 犠 盗 二 三 本 振 失

1 3 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

2 3 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

3 3 5 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

4 3 5 2 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0

5 2 3 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0

6 2 3 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0

7 3 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0

8 1 4 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1

9 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

補 打 安 四 失 自 三

補 42 8 2 2 1 6
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松江商業

飯　 南

〔投手〕 回

三上 11

大　 坂

(三) 岩　 本

(二) 藤　 川

(投) 三　 上

(捕) 原

(左) 川島愁

(中) 藤　 原

回

野間 10 0/3

(捕) 木幡流

(一) 土　 井

(遊) 村　 竹

(二) 吉　 田

(投) 野　 間

(三) 平　 井

〔投手〕

〔野手成績〕

ＴＭ 〔選手交代〕

(右) 廣　 中

(中) 米　 原

(左) 下　 山

ＴＭ 〔選手交代〕

(一) 手　 島

(遊) 石　 田

(右)


